
オホーツク総合振興局 後援等事務処理要領 

 

１ 趣旨 

オホーツク総合振興局の所掌に係る各種事業に対する後援等の取扱いについては、この要領によ

るものとする。 

２ 承認基準 

オホーツク総合振興局が後援することができる事業は、原則として次の基準を全て満たす事業と

する。ただし、国及び地方公共団体が主催する事業については、（２）の基準は適用しない。 

（１） 道行政の推進に係るもので、オホーツク地域の経済、社会、文化等の振興、発展に寄与する 

と認められる事業 

（２） 次の各号のいずれにも該当しない事業 

ア 政治団体又は宗教団体（政治家又は宗教家が個人で開催する場合を含む。）が主催者である

事業 

イ 主催団体等の役員に犯罪に関わる者がいるなど社会的批判を受けるおそれがある団体等が主

催者である事業 

ウ 私的な利益が主目的である事業 

エ 一般の人に公開されない事業 

オ 資金計画が十分でない事業  

カ 事故防止及び公衆衛生対策等の措置が十分に講じられていない事業 

キ 公序良俗に反する事業 

ク 環境への配慮が十分でない事業 

３ 申請手続 

後援の承認を受けようとする者は、別紙様式１の申請書に必要事項を記載し、次の書類を添えて

オホーツク総合振興局長に申請するものとする。 

なお、オホーツク総合振興局が例年、後援をしている事業については、次の（３）を省略させる

ことができる。 

（１）事業企画書、実施要綱・要領等 

（２）事業の収支計画書 

（３）主催者が民間団体の場合は、その性格及び内容を明らかにする書類（定款、寄附行為、会則、

役員名簿、活動状況等） 

（４）北海道エコイベント指針（平成２０年１０月６日付け環政第９４７号）で定める「環境に配慮

したイベントを実施するためのチェックシート（別紙様式２）」 

  



４ 承認手続  

（１）オホーツク総合振興局長は、申請内容が第２項の基準を全て満たすものか審査し、後援の諾否

を決定するものとする。なお、決定に当たっては、当該行事等を所掌する課（室）において起案

し、各部長（室長）の決裁を受けるものとする。 

（２）オホーツク総合振興局長は、後援の諾否を決定した場合には、書面により速かに申請者に通知

するものとする。 

５ 各種報告 

（１） 後援承認を受けた事業の主催者は、申請した事業の内容に変更（軽微なものを除 

く。）があった場合直ちに、別紙様式３の報告書に必要事項を記載し､次の資料を添えてオホー

ツク総合振興局長に報告しなければならないものとする。 

ア 申請書に添付した資料のうち内容が変更されたもの 

イ その他、変更に係る補足資料 

（２） 後援承認を受けた事業の主催者は、事業が完了した場合速やかに、別紙様式４の 

報告書及び「環境に配慮したイベントを実施するためのチェックシート（別紙様式２）」に次の

資料を添えて報告しなければならないものとする。 

   ア プログラム等 

   イ 収支決算書 

ウ その他、補足資料 

６ 監督・指導等 

  オホーツク総合振興局長は、次の事項について監督・指導等を行うものとする。 

（１） 後援の承認を受けた事業の主催者又は関係者が、この要領の趣旨に反する行為を行わないよう

注意すること。 

（２） 後援の承認を受けた事業の主催者又は関係者が、この要領に反する行為を行っている疑いがあ

る場合は、必要な調査を行い、その事実が判明した場合には、主催者に対しその是正を勧告する

こと。 

（３） この要領で定める手続きを経ることなく「北海道オホーツク総合振興局」の名義を無断に使用

する事業を行った場合には、事業の主催者に厳重に指導等を行う。 

７ 承認の取消し 

主催者が６の（２）の勧告に従わない場合は、オホーツク総合振興局長は速やかに承認を取消し、

その趣旨を主催者に対し通知するとともに、必要な措置を講じさせるものとする。 

 

附則 この要領は、令和元年（２０１９年）９月１３日から施行する。 


